
（写真上）田子保育園児からのお祝いの拍手
（写真下）一日町長の中山さんを囲んで。左から長女の冷清水君子さん、
孫の中山喜仁さん、三女の中山敬子さん、松橋町長
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１
月
25
日
、
田
子
町
役
場
で
、
23
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
中
山
善
作
さ
ん
（
新
田
）
の
百
歳
敬
老
祝
金
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
役
場
を
訪
れ
た
中
山
さ
ん
は
、
田
子
保
育
園
児
た
ち

か
ら
花
束
、
松
橋
良
則
町
長
か
ら
は
敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
明
治
43
年
旧
上
郷
村
生
ま
れ
。
海
軍
整
備
兵
を
経

て
昭
和
27
年
同
村
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
昭
和
40
年
に
田
子
町

職
員
を
退
職
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
４
人
、
孫
９
人
、
曾
孫
18
人
、

玄
孫
１
人
に
恵
ま
れ
、
４
世
代
の
同
居
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

中
山
さ
ん
は
健
康
の
秘
け
つ
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、「
毎
朝
、
新
聞

を
見
て
か
ら
散
歩
を
し
て
身
の
回
り
の
掃
除
も
す
る
。
毎
日
コ
ッ

プ
半
分
の
晩
酌
。
一
番
楽
し
い
こ
と
は
、
孫
や
子
ど
も
に
大
切
に

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
だ
け
で
十
分
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
後
に
特
別
に
一
日
町
長
を
務
め
た
中
山
さ
ん
は
「
以

前
、
役
場
に
勤
め
て
い
た
と
き
も
、
町
長
は
責
任
あ
る
大
切
な
仕

事
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
重
要
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

松
橋
町
長
は
「
田
子
町
に
は
百
歳
の
方
が
３
名
い
る
が
、
い
ま

ま
で
百
歳
の
方
で
自
分
の
足
で
歩
い
て
こ
ら
れ
た
方
は
い
な
い
。

ま
す
ま
す
健
康
に
気
を
付
け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
祝
福
し
ま
し
た
。
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●情報スクランブル ･････ 11

中
山
善
作
さ
ん
百
歳
敬
老
祝
金
贈
呈
式

はじめてのハッピーバースデイ
平成21年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●高舘空
くうが

雅 ちゃん
Ｈ21.2.10

（茂市・男の子）
毎日、サク姉やカイ兄
にもみくちゃにされて
います。そろそろ変身!!

●工藤瑛
えいと

人 ちゃん
Ｈ21.2.5
（下本町・男の子）

泣き虫エイトくん。こ
れからもたくさん泣い
て笑ってすごそうね。

●櫻井　惺
きらら

 ちゃん
Ｈ21.2.16
（矢田郎・女の子）

マイペースで愛嬌たっ
ぷりの惺。これから
もっとたくさんの人に
愛されますように。

一日町長として仕事をする中山さん



2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です
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つ
か
な
い
う
ち
に
添
加
物
が
入

っ
て
い
る
。
添
加
物
入
り
の
物

を
偽
物
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
学
校
で
添
加
物
入
り
と

入
っ
て
い
な
い
も
の
を
食
べ
比

べ
、
味
の
違
い
を
教
え
る
こ
と

が
食
育
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
述
べ
、
食
の
大
切

さ
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

法
務
局
よ
り
感
謝
状
贈
呈

　

１
月
14
日
、田
子
町
役
場
で
、

法
務
局
（
千
葉
景
子
大
臣
）
か

ら
の
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
力
し

た
功
績
を
讃
え
た
も
の
で
、
元

田
子
町
人
権
擁
護
委
員
の
中
村

忠
充
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
平
成
元
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
12
月
31
日
ま

で
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け

て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

「
食
」
が
重
要
で
あ
り
、「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
選
択
す
る
力

を
獲
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

を
育
て
る
食
育
を
考
え
よ
う
と

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
消
費
者
問
題
研

究
所
の
垣
田
達
哉
代
表
に
よ
る

「
テ
レ
ビ
で
は
教
え
て
く
れ
な

い
『
食
』
の
真
実
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
垣
田

代
表
は
慶
應
義
塾
大
学
卒
業

後
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
問
題
な
ど
の
食
の
安
全
や

食
育
、
食
品
表
示
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
新
聞
等
で
の
評
論
や

執
筆
活
動
を
手
が
け
、「
世
界

で
一
番
受
け
た
い
授
業
」な
ど
、

数
多
く
の
テ
レ
ビ
出
演
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
の
中

で
垣
田
代
表
は
「
私
た
ち
が
食

べ
て
い
る
惣
菜
の
中
に
は
気
が

学
校
交
通
安
全
母
の
会
会
長　

二
又
靖
子

【
個
人
】
▽
堰
向
良
直

●
検
視
業
務
功
労

【
個
人
】
▽
福
原
孝

平
成
21
年
度
生
涯
学
習
町

民
大
会

　

１
月
24
日
、
中
央
公
民
館
で

「
平
成
21
年
度
田
子
町
生
涯
学

習
町
民
大
会
・
田
子
町
連
合
父

母
と
教
師
の
会
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を

ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
21
年
警
察
協
力
者
感

謝
状
贈
呈
式

　

１
月
28
日
、
三
戸
町
住
谷
野

で
平
成
21
年
警
察
協
力
者
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
・
交
通
安
全
活

動
な
ど
に
功
労
が
あ
っ
た
団

体
・
個
人
を
た
た
え
る
も
の
で
、

田
子
町
か
ら
は
２
団
体
と
個
人

２
名
が
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。
式
の
中
で
三
戸
警
察
署
の

佐
藤
彰
署
長
は
「
警
察
行
政
、

交
通
安
全
活
動
な
ど
に
対
し

て
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安

全
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

●
交
通
安
全
活
動
功
労

【
団
体
】
▽
社
会
福
祉
法
人
田

子
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長　

北
村
護
▽
田
子
町
立
清
水
頭
小

贈呈式のあと、記念撮影の様子

熱心に講演に聞き入る参加者たち

「食」について語る垣田代表

感謝状を贈られた中村忠充さん
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じ
ゅ
う
ね
み
そ
串
餅
づ
く
り

　

１
月
７
日
、
清
水
頭
小
学
校

で
「
じ
ゅ
う
ね
み
そ
串
餅
づ
く

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
作
物

を
使
っ
て
伝
統
料
理
を
作
る
こ

と
で
、
郷
土
の
伝
統
料
理
を
知

り
、伝
承
す
る
こ
と
へ
の
興
味
、

関
心
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
清
水
頭
小

学
校
の
児
童
15
人
と
婦
人
会
、

じ
ゅ
う
ね
の
会
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
じ
ゅ
う
ね
の
会
の
久

慈
正
良
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、「
体
に
い
い
じ
ゅ
う
ね

は
千
年
前
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
地
域
の
中
で
こ
ん
な

に
も
い
い
物
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
広
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
家
庭
科
室
で
、
じ
ゅ
う

ね
串
餅
作
り
講
師
の
田
川
信
子

さ
ん
（
上
相
米
）
に
よ
る
じ
ゅ

う
ね
餅
作
り
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
餅
を
串
餅

の
形
に
す
る
初

め
て
の
作
業

に
、
子
ど
も
た

ち
は
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
串

餅
に
は
じ
ゅ
う

ね
み
そ
が
塗
ら

れ
、
焼
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

試
食
が
行
わ

れ
、
じ
ゅ
う
ね

の
会
が
準
備
し

た
じ
ゅ
う
ね
茶

と
一
緒
に
で
き

た
て
の
串
餅
を

食
べ
る
と
、
児
童
た
ち
か
ら

「
お
い
し
い
！
」
と
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

「
楽
し
く
行
こ
う
ぜ
!!
田

子
町
」
を
テ
ー
マ
に
Ｖ
ｉ

Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
が
町
長
と

懇
談
会
を
開
催

　

１
月
12
日
、
役
場
第
１
会
議

室
で
松
橋
町
長
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー

マ
ン
が
町
や
県
に
呼
び
か
け
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｖ
ｉ
Ｃ
・

ウ
ー
マ
ン
が
個
々
に
意
見
等
を

持
ち
寄
り
、
活
発
に
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
ま
ず
山
本
わ

か
さ
ん
（
下
田
子
）
が
「
ニ
ン

ニ
ク
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、

さ
ら
に
、
ニ
ン
ニ
ク
に
次
ぐ
作

物
も
考
え
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
切
り
出
し
、
黒
に
ん
に
く

の
加
工
品
を
用
い
た
町
の
Ｐ
Ｒ

や
、
ガ
ー
リ
ッ

ク
レ
デ
ィ
だ
け

で
な
く
イ
ケ
メ

ン
大
使
、
に
ん

に
く
の
切
手
や

は
が
き
、
昔
の

風
景
に
よ
く
見

ら
れ
た
か
か
し

等
を
用
い
た
観

光
地
化
に
関
す

る
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
上
平

惠
子
さ
ん
（
杉

本
）
は
、「
ニ

ン
ニ
ク
に
次
ぐ

作
物
を
考
え
ず

に
と
こ
と
ん
ニ

ン
ニ
ク
に
こ
だ

わ
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
ニ

ン
ニ
ク
へ
の
熱
い
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
梅
内
勝
子
さ
ん

（
山
口
）
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
の

ギ
ル
ロ
イ
市
な
ど
に
ニ
ン
ニ
ク

ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
っ
て
販
売
し

た
い
。
ま
た
、
ニ
ン
ニ
ク
に
関

す
る
商
品
開
発
を
し
て
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」、
市
村

文
子
さ
ん
（
茂
市
）
か
ら
「
に

ん
に
く
に
関
す
る
町
の
イ
ベ
ン

ト
の
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
来

町
者
や
企
画
運
営
に
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
祭
り
、
そ
し
て
田
子
町
に
し

か
な
い
も
の
で
町
外
に
対
抗
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
君

子
さ
ん
（
原
）
は
、「
幻
の
ニ

ン
ニ
ク
に
な
ら
な
い
か
心
配
」

と
思
い
を
述
べ
、
現
状
の
種
子

トピックス

串餅に上手に割りばし差せるかな？

意見を発表する山本わかさん

意見交換を行う ViC・ウーマンの皆さん
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芸
能
部
が
、
全
国
大
会
で
の
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
た
こ
と
に

よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
部
門
で
は
、
功

労
賞
に
今
野
萬
喜
雄
さ
ん
、
大

賞
に
木
崎
翔
太
さ
ん
、
特
別
賞

に
田
子
中
学
校
相
撲
部
、
鳥
井

本
聖
奈
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
今
野
萬
喜
雄
さ
ん
は
、
町

体
協
へ
の
長
年
の
功
績
が
讃
え

ら
れ
受
賞
。
木
崎

翔
太
さ
ん
は
、
全

日
本
高
等
学
校
馬

術
選
手
権
大
会
で

個
人
戦
第
２
位
の

成
績
を
収
め
受
賞
。

田
子
中
相
撲
部
は

県
中
体
連
夏
季
大

会
で
２
連
覇
、
鳥

井
本
聖
奈
さ
ん
は

全
日
本
小
学
生
女

子
相
撲
大
会
で
３

連
覇
し
た
こ
と
に

よ
り
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
下
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式

　

２
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
21
年
度
田
子
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
今
回
は
文
化
賞
部
門
は
１

団
体
９
個
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
賞

部
門
は
６
団
体
16
個
人
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。文
化
賞
部
門
で
は
、

文
化
賞
に
田
子
高
等
学
校
郷
土

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

不
足
や
病
害
虫
被
害
を
指
摘

し
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
一
で
い

く
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

意
見
を
受
け
て
、
韓
国
瑞
山
市

と
の
交
流
の
拡
大
、
他
産
地
と

の
差
別
化
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
の
需

要
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ア
イ
デ
ア
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
担
当
課
か
ら
町
で
行
っ
て

い
る
ニ
ン
ニ
ク
に
お
け
る
推
進

体
制
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

さ
せ
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
最
後
に
町
内
に
お

け
る
結
婚
事
情
を
取
り
上
げ
、

そ
の
解
消
に
向
け
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ

ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
を
述
べ
ま

し
た
。

※
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
は
、

「V
illa
g
e
 C
o
n
d
u
c
to
r o
f 

W
om
an

」
の
略
称
で
、
県
知

事
が
、
特
色
あ
る
地
域
農
林
水

産
業
の
推
進
や
地
域
づ
く
り
推

進
の
取
り
組
み
に
お
い
て
地
域

で
の
実
績
を
も
つ
女
性
リ
ー
ダ

ー
を
市
町
村
か
ら
推
薦
を
受
け

認
定
す
る
も
の
で
、
平
成
22
年

１
月
現
在
で
町
内
に
は
６
名
の

方
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

役
場
正
面
玄
関
に
ス
ロ

ー
プ
が
完
成

　

１
月
29
日
、
田
子
町
役

場
正
面
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ

が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
階
段
の
昇
り
降

り
が
困
難
な
方
は
呼
出
ボ

タ
ン
を
押
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
職
員
が
お
手
伝
い
に

伺
い
ま
す
。

問
役
場
総
務
課

　

☎
20
‐
７
１
１
１

平
成
21
年
中
に
「
田
子
町
」
に
対
し
て
寄
附
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
を
さ
れ
た
方
（
田
子
町
外
在
住
者
、
敬
称
略
）

◎
久
保
玄
次
（
南
風
張
）
▽
愛
媛
県
松
山
市
◇
５
万
円

◎
近
田
雄
一
（
出
身
外
）
▽
青
森
県
八
戸
市
◇
５
万
円

◎
柴
田
徳
一
（
関
）
▽
青
森
県
三
戸
町
◇
４
万
円

◎
春
山
隆
次
郎
（
清
水
頭
）
▽
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
◇
５
万
円

◎
晴
山
正
子
（
下
本
町
）
▽
静
岡
県
森
町
◇
５
千
円

◎
日
向
長
太
郎
（
新
田
）
▽
埼
玉
県
久
喜
市
◇
２
万
円

◎
向
井
靖
雄
（
向
山
）
▽
東
京
都
立
川
市
◇
５
万
円

　

※
五
十
音
順
◎
氏
名
（
出
身
集
落
）
▽
住
所
◇
寄
附
金
額

　

平
成
21
年
中
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
（
氏
名
等
の
公
表
を
希
望
さ

れ
な
か
っ
た
４
名
分
を
含
む
）
は
合
計
32
万
９
千
円
で
し
た
。「
田

子
町
」
を
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
役
場
町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
２ どうぞご利用ください

表彰される木崎翔太さん
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春
の
準
備
「
整
理
・
整

頓
・
掃
除
」
特
集

　

家
の
中
を
き
れ
い
に
整
え
、

暖
か
い
春
を
気
持
ち
よ
く
迎
え

ま
せ
ん
か
？　

図
書
館
で
は

「
整
理
・
整
頓
」「
掃
除
」「
家

事
」「
生
活
」
に
関
す
る
本
を

集
め
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
掃
除
の

裏
ワ
ザ

○
こ
れ
な
ら
で
き
る
家
事
整
理
術

○
ド
イ
ツ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
シ

ン
プ
ル
家
事
の
知
恵

○
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
家
事
の
秘
訣

○
重
曹
が
効
く
！

○
福
永
真
一
の
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
し

み
抜
き
ラ
イ
フ

○
生
活
図
鑑

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

図
書
館
と
上
郷
公
民
館
で
は

「
春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
昨
年
度
は
延
べ
１

９
１
名
の
み
な
さ
ん
が
挑
戦
し

ま
し
た
。

▼
期
間　

３
月
27
日
（
土
）
〜

５
月
30
日
（
日
）

※
上
郷
公
民
館
は
３
月
29
日

（
月
）
〜
５
月
28
日
（
金
）

▼
内
容

　

図
書
館
ま
た
は
上
郷
公
民
館

の
本
を
１
冊
借
り
る
と
台
紙
に

ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
が
30
個
に
な
っ
た

ら
、
そ
の
場
で
粗
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
期
間
中
は
何
度

で
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

図
書
館
情
報

楽
し
み
な
が
ら
本
を
読
も
う

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

家族みんなで挑戦しよう！

●
文
化
賞
部
門

▽
文
化
賞
（
団
体
）

田
子
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部

▽
文
化
奨
励
賞
（
個
人
）

森
詩
織
（
三
戸
高
２
）

山
本
真
子
（
三
戸
高
２
）

尾
形
栄
衣
子(

三
戸
高
１)

▽
児
童
生
徒
文
化
奨
励
賞（
個
人
）

山
美
奏
葉
（
田
子
小
２
）

北
村
ひ
な
た
（
田
子
小
２
）

日
澤
葵
陽
（
田
子
小
２
）

上
平
真
央
（
田
子
小
２
）

北
村
朔
弥
（
田
子
小
１
）

大
石
賢
汰
（
上
郷
小
３
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞
部
門

▽
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
（
個
人
）

今
野
萬
喜
雄

▽
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
（
個
人
）

木
崎
翔
太
（
三
農
高
３
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
（
団
体
）

田
子
中
学
校
相
撲
部

▽
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
（
個
人
）

鳥
井
本
聖
奈
（
田
子
小
６
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
）

田
子
高
校
弓
道
部
男
子

▽
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

袖
村
巧
（
八
戸
高
３
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

田
子
小
学
校
相
撲
部

上
郷
小
学
校

　

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

上
郷
小
学
校

　

女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

町
相
撲
協
会
田
子
相
撲
道
場

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

山
市
竜
範
（
田
子
中
１
）

日
澤
真
藍
（
田
子
小
５
）

小
野
寺
智
美
（
田
子
小
５
）

山
市
大
悟
（
田
子
小
５
）

小
原
潤
（
田
子
小
３
）

西
野
昴
（
田
子
小
１
）

中
平
賢
郷
（
清
水
頭
小
６
）

1000万人の保険　小さな掛金・大きな補償
スポーツ安全保険
（傷害保険＋賠償責任保険＋共済見舞金）
　スポーツ・文化・ボランティア活動などの
団体活動に最適な保険です。
＊５名以上の団体でご加入ください。
▼対象となる事故
　◎団体活動中の事故　◎往復中の事故
▼保険期間　毎年４月１日午前０時から翌年
３月31日午後12時まで

※年度途中で加入された場合は加入手続きを
行った翌日から３月31日までとなります。
▼掛金　１人年額600円～9,000円
（団体の活動内容・年齢構成などによって
異なります）

問財団法人スポーツ安全協会青森県支部
〒038-0021青森市安田近野234-7財団法人青
森県体育協会内☎017-782-6984（電話受付時
間は平日午前９時～午後５時）
※詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.sportsanzen.org

家族みんなで挑戦しよう！

上
平
晴
輝
（
上
郷
小
６
）

久
保
裕
輝
（
上
郷
小
５
）

冨
樫
千
春
（
上
郷
小
５
）

上
平
有
紗
（
上
郷
小
４
）

市
川
修
斗
（
上
郷
小
４
）

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

３
月
の
図
書
館
行
事

▼
３
／
３
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
３
／
13
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
」
折
り
紙
づ
く
り

▼
３
／
27
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
動
物
」
の
折
り
紙
づ
く
り
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容
量
の
回
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
ス
ム
ー
ズ
に
ご
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
で
は
「
ひ

か
り
電
話
」
と
の
組
み
合
わ
せ

で
、
電
話
料
金
の
経
費
節
減
に

も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

既
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
多

く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
、
ご
利

用
の
ご
意
向
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
左
記
の
と
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
受
付
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日

　

平
成
22
年
２
月
16
日
（
火
）

▼
提
供
開
始
日

　

平
成
22
年
５
月
21
日
（
金
）

問
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
青
森　

八

戸
営
業
所
☎
０
８
０
０‐
８
０
０

‐
５
０
０
０
（
受
付
時
間　

午

前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
※
土

休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

緊
急
「
住
宅
火
災
警
報
発

令
！
」

　

今
年
に
入
り
、
全
国
に
お
い

て
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
非
常

に
痛
ま
し
い
住
宅
火
災
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
内
で
も
１
月
中
に
住

宅
火
災
21
件
が
発
生
し
10
名
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
、
さ
ら
に
２

月
に
入
り
２
名
の
死
者
が
あ
り
、

昨
年
よ
り
９
名
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
八
戸
広
域
消
防
本
部

管
内
に
お
い
て
も
、
住
宅
火
災

で
死
者
１
名
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

統
計
に
よ
る
と
、
建
物
火
災

に
よ
る
死
者
の
９
割
は
住
宅
火

災
か
ら
発
生
、
そ
の
６
割
が

「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火

災
を
早
期
に
発
見
し
、
住
宅
火

災
か
ら
死
者
を
な
く
す
「
切
り

札
」
で
す
。

　

大
切
な
「
命
」「
財
産
」
を
守

る
た
め
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
は
早
期
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

問
八
戸
消
防
本
部
予
防
課
☎
０

１
７
８
‐
44
‐
２
１
３
２

み
ち
の
く
ふ
る
さ
と
貢
献

基
金
「
教
育
・
福
祉
・
環

境
助
成
」

（
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.m
ich
in
o
ku
-

furusato.or.jp

　

県
内
に
お
け
る
個
人
、団
体
、

納期限・振替日を忘れずに！

税の種類 納期限 振替日
（振替納税の場合）

平成21年分
申告所得税 ３／15（月） ４／22（木）

平成21年分
消費税及地方消費税
（個人事業者）

３／31（水） ４／27（火）

納税は便利・安全・確実な振替納税で！！
◎手続きは簡単です
　金融機関や税務署に備え付けの「預貯金口座
振替依頼書」に記入・押印の上、提出してくだ
さい。
　一度提出していただくと、継続してご利用い
ただけます。
※振替納税を利用している方は、事前に預貯金
残高の確認をお願いします。
問 役場町民課税務グループ ☎20-7112

お
知
ら
せ

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
開
始
の
お
知
ら
せ

　

長
ら
く
お
待
た
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
待
望
の
光
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
「
フ
レ
ッ
ツ

光
」
の
ご
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
が
提
供
す
る
光
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
で
、
高
速
大

●社会
▽日本辺境論／内田樹／361ウ
●園芸・庭
▽日本庭園／重森千青／629シ
▽ナイトガーデン／629ナ
●おしゃれ・手芸・料理
▽西村玲子のいつだって着こなし上手／
589ニ
▽わたしの節約ノート／山本ふみこ／590
ヤ
▽裂き編みでつくる暮らしの雑貨／594サ
▽ウー・ウェンの体をあたためるレシピ／
596ウ
▽ミトン流シンプルテクニックのお菓子／
小嶋ルミ／596コ
▽スイーツマジック／若山曜子／596ワ
●時代小説・ミステリーなど
▽赤報隊始末／東郷隆／913ト
▽まねき通り十二景／山本一力／913ヤ

▽三毛猫ホームズの用心棒／赤川次郎／
913ア
▽鎌倉江ノ電殺人事件／西村京太郎／913ニ
▽死のスケジュール天城峠／西村京太郎／
913ニ
●そのほかの小説
▽水死／大江健三郎／913オ
▽十字架／重松清／913シ
▽ほかならぬ人へ／白石一文／913シ
▽静人日記／天童荒太／913テ
▽きままな娘わがままな母／藤堂志津子／
913ト
▽結婚小説／中島たい子／913ナ
▽吉祥寺の朝日奈くん／中田永一／913ナ
●エッセイ・日記など
▽おみごと手帖／中野翠／914ナ
▽つくも神さん、お茶ください／畠山恵／
914ハ
▽三谷幸喜のありふれた生活８／914ミ
▽ごはんのことばかり１００話とちょっと
／よしもとばなな／914ヨ
▽食べて、祈って、恋をして／エリザベス・
ギルバート／935ギ



　
9

さ
と
貢
献
基
金
☎
０
１
７
‐
７

７
４
‐
１
１
７
９

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
試
験
Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種

試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受

付
期
間
は
４
月
１
日
（
土
）
か

ら
４
月
14
日（
水
）
ま
で
、
郵

送
に
よ
る
受
付
期
間
は
４
月
１

日（
木
）か
ら
４
月
８
日（
木
）ま

で
（
受
付
最
終
日
の
通
信
日
付

印
有
効
）
で
、
第
１
次
試
験
は

５
月
２
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。

【
Ⅱ
種
試
験
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受

付
期
間
は
４
月
10
日
（
土
）
か

ら
４
月
14
日
（
木
）
ま
で
、
郵

送
に
よ
る
受
付
期
間
は
４
月
12

日（
月
）か
ら
４
月
21
日（
水
）ま

で
（
受
付
最
終
日
の
通
信
日
付

印
有
効
）
で
、
第
１
次
試
験
は

６
月
20
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や

受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

試
験
係
☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐

２
０
２
２

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

saiyo/saiyo.htm

平
成
22
年
度
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集
案
内

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
を
安
心
・
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
者

の
視
点
に
立
っ
た
情
報
通
信
行

政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
利
用
者
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
幅
広
く
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
今
後
の
情
報
通
信
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
東
北
総
合

通
信
局
は
、
平
成
22
年
度
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

１
．
募
集
資
格

　

電
気
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

が
あ
る
東
北
６
県
に
お
住
ま
い

の
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
２
の

「
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ

と
」に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
。

た
だ
し
、
総
務
省
及
び
電
気
通

信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る

お知らせ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
等
が
地
域

の
発
展
、
地
域
貢
献
に
資
す
る

た
め
に
地
域
資
源
を
活
用
・
創

造
す
る
活
動
や
、
健
康
増
進
、

医
療
、
福
祉
、
環
境
に
関
連
す

る
活
動
に
対
し
、
必
要
な
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▼
受
付

　

４
月
１
日
〜
６
月
30
日

▼
応
募
方
法

　

前
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
教

育
・
福
祉
・
環
境
助
成
金
申
告

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
財
団
事
務
局
へ

の
送
付

▼
助
成
金　

必
要
経
費
以
内
で

１
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る

問
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

平成22年度危険物取扱者試験及び消防設備士試験実施日程

試験別 試験実施日 試験地 種別 願書受付期間

前期
危険物取扱者試験

６月19日（土）
６月26日（土）

弘前市・八戸市

甲種
乙種
丙種

５月６日から
５月17日

６月20日（日）
６月27日（日）

青森市・十和田市

７月３日（土） むつ市

７月４日（日） 五所川原市

後期第１回
危険物取扱者試験

11月６日（土）
11月13日（土）

弘前市・八戸市

甲種
乙種
丙種

９月21日から
10月１日

11月７日（日） 十和田市

11月14日（日） 青森市・十和田市

11月20日（土） むつ市

11月21日（日） 五所川原市

11月28日（日） 青森市

後期第２回
危険物取扱者試験

平成23年
２月19日（土）

青森市・八戸市
甲種
乙種

平成23年１月５日
から１月17日

前期
消防設備士試験

８月21日（土） 八戸市

甲特
甲種
乙種

７月12日から
７月22日８月22日（日） 青森市

後期
消防設備士試験

平成23年
１月29日（土）

八戸市
12月８日から
12月17日平成23年

１月29日（土）
青森市

※消防設備士試験の甲特とは甲種特類試験です。

問 （財）消防試験研究センター青森県支部
　〒030-0861　青森市長島２－１－５　みどりやビル４階　☎017-722-1902
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焼
損
面
積
（
表
面
焼
含
む
）
も

７
６
９
㎡
と
な
り
前
年
よ
り
２

８
３
㎡
増
加
し
ま
し
た
。

　

損
害
額
は
１
７
８
４
万
２
千

円
で
前
年
よ
り
８
９
１
万
８
千

円
増
え
ま
し
た
。

　

出
火
原
因
（
表
２
）
は
、
た

ば
こ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
が
各
３

件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
ス
ト

ー
ブ
、
電
気
配
線
、
放
火
疑
い
、

枯
草
焼
却
が
各
2
件
と
続
い
て

い
ま
す
。

２
．
救
急
の
概
要

　

平
成
21
年
の
救
急
出
場
件
数

お知らせ

方
と
そ
の
方
の
ご
家
族
を
除
き

ま
す
。

２
．
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る

こ
と

⑴
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
（
年
２
回
実
施
予
定
）
へ

の
回
答
（
モ
ニ
タ
ー
全
員
）

⑵
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ

ー
会
議
へ
の
出
席
（
別
途
出
席

を
お
願
い
す
る
方
の
み
）

３
．
委
嘱
期
間

　

平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
、

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
10

カ
月
間

４
．
募
集
人
員　

１
２
０
名

５
．
募
集
期
間

　

平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら
同

年
４
月
２
日
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局　

電
気
通
信
事
業
課
☎
０
２
２
‐

２
２
１
‐
０
６
２
８
FAX
０
２
２

‐
２
２
１
‐
０
６
１
３

平
成
21
年　

火
災
・
救
急

・
救
助　

三
戸
消
防
署
管
内

１
．
火
災
の
概
要

　

三
戸
消
防
署
管
内
の
平
成
21

年
の
火
災
発
生
件
数
は
20
件

で
、
前
年
よ
り
４
件
減
と
な
り

ま
し
た
。
町
別
で
み
る
と
、
南

部
町
10
件
（
前
年
よ
り
４
件

減
）、
三
戸
町
５
件
（
前
年
よ

り
５
件
減
）、田
子
町
５
件
（
前

年
よ
り
５
件
増
、
表
１
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
の
内
訳
は
、
建
物

13
件
、
林
野
２
件
、
車
両
１
件
、

そ
の
他
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
負
傷

者
が
２
名
（
南
部
町
）
で
す
。

　

建
物
の
焼
損
棟
数
は
24
棟
で

前
年
よ
り
４
棟
増
加
し
、
建
物

（表１）火災発生状況（田子町分）
区
分

年
別

火
災
件
数

内　訳 焼
損
棟
数

り
災
世
帯

り
災
人
員

死
者
傷
者
建物焼損
面積㎡

建物
表面焼
面積㎡

林野焼
損面積
a

損害額
（千円）建

物
林
野
車
両
そ
の
他

21年 5 3 1 1 3 1 5 58 4 1,826

20年

（表２）管内の出火原因
順位 平成21年 件数 順位 平成20年 件数

1 たばこ 3 1 放火 6

ガステーブル 3 2 たばこ 3

2 ストーブ 2 ガステーブル 3

電気配線 2 4 電気配線 2

放火疑い 2 ストーブ 2

枯草焼却 2 6 放火疑い 1

3 火遊び 1 枯枝焼却 1

放火 1 風呂かまど 1

燃えさしの消し忘れ 1 廃材焼却 1

溶断機 1

ライター 1

高圧配電線 1

不明 3 不明 1

合　　　計 20 合　　　計 24

（表３）管内救急出場状況（田子町分）

事故種別

　年別

火　

災

自
然
災
害

水　

難

交　

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加　

害

自　

損

急 

病

そ　の　他
合　

計
転院
搬送

医師
搬送

資材
搬送

その
他

出場
件数

21年 6 1 1 14 1 5 130 61 2 221 
20年 13 4 27 140 69 1 254 

搬送
件数

21年 5 1 1 14 1 4 123 61 210 
20年 11 3 25 135 69 243 

搬送
人員

21年 5 1 1 15 1 3 124 61 211 
20年 13 3 25 135 69 245 

（表４）管内救助事故出動状況（田子町分）

年別　　　種別 交通 水難 機械 火災 建物 その他 計

21年
出動件数 1 1

救助人員 0 0

20年
出動件数 1 1

救助人員 0 0

↑
※
内
訳
の
「
そ
の
他
」
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
屋
外
に
置
い

た
資
材
の
火
災
等
が
含
ま
れ
る
。

↑
※
事
故
種
別
「
そ
の
他

（
そ
の
他
）」
は
、
酩
酊
、

い
た
ず
ら
と
な
っ
て
い

る
。
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注

意
し
よ
う

◎
冬
期
間
の
交
通
事
故
（
平
成

21
年
１
月
〜
３
月
）

　

田
子
・
上
郷
駐
在
所
管
内
で

は
、
人
身
事
故
は
４
件
・
５
名

の
傷
者
、
物
損
事
故
は
16
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
約
37
％
は
追
突

事
故
が
占
め
て
い
ま
す
。

☆
冬
道
の
安
全
走
行
の
ポ
イ
ン
ト

▽
降
雪
、
吹
雪
に
よ
り
視
界
が

不
良
な
と
き
は
、
昼
間
で
も
ラ

イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
自
分
で
見
る
」「
相
手
に
見
せ

る
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▽
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
通
過
で

雪
煙
が
発
生
し
、
突
然
、
視
界

が
奪
わ
れ
た
時
は
、
急
ブ
レ
ー

キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
避
け
、
ア

ク
セ
ル
を
緩
め
る
だ
け
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ
と

り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
２
倍
の
車
間
距
離

　

冬
道
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
３
分
早
め
の
出
発

　

冬
道
は
あ
せ
り
や
無
理
な
運

転
は
禁
物
、
余
裕
を
も
っ
て
早

め
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・
事

故
に
注
意
！

　

空
気
が
乾
燥
し
寒
い
日
が
続

く
こ
の
時
季
、
何
か
と
自
宅
に

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
暖

房
器
具
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
」
に
よ
る
火
災
や
、
急
激

な
気
温
変
化
に
よ
る
体
調
不
調
、

不
慮
の
事
故
等
を
防
ぐ
た
め
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す

る
際
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行

い
、
お
出
か
け
前
に
は
火
の
も

と
を
点
検
す
る
。

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
で
足
を
滑

ら
せ
、
転
落
し
な
い
よ
う
命
綱

等
を
つ
け
る
。

○
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
の
で
、

転
倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

○
屋
根
か
ら
雪
や
、
氷
柱
が
落

ち
て
く
る
の
で
、
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
。

○
時
々
換
気
し
て
、
部
屋
の
空

気
を
入
れ
替
え
る
。

○
朝
起
き
て
布
団
か
ら
出
る
時

や
、
ト
イ
レ
等
、
急
激
な
気
温

変
化
で
心
筋
梗
塞
等
が
起
こ
り

や
す
い
の
で
注
意
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

は
、
前
年
よ
り
53
件
増
え
１
３

６
８
件
、
搬
送
件
数
は
前
年
よ

り
51
件
増
え
１
２
８
５
件
、
搬

送
人
員
は
前
年
よ
り
50
人
増
え

１
３
０
５
人
で
し
た
（
表
３
）。

　

こ
れ
は
月
平
均
１
１
４
件

で
、
１
日
あ
た
り
３
・
７
件
出

場
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数

で
最
も
多
い
の
は
、
急
病
の
８

２
３
件
（
60
・
１
％
）、
次
い

で
転
院
搬
送
３
０
４
件
（
22
・

２
％
）、
一
般
負
傷
１
０
５
件

（
７
・
７
％
）、
交
通
事
故
81
件

（
５
・
９
％
）
と
続
い
て
い
ま

す
。

　

平
成
21
年
３
月
25
日
か
ら
運

航
開
始
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

出
動
件
数
は
三
戸
町
12
件
、
南

部
町
12
件
、
田
子
町
12
件
（
転

院
４
、
一
負
３
、
交
通
２
、
自

損
２
、
急
病
１
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

３
．
救
助
の
概
要

　

平
成
21
年
の
救
助
出
動

件
数
は
13
件
で
、
前
年
よ

り
４
件
増
加
し
、
救
助
人

員
は
８
名
で
５
名
増
加
し

ま
し
た
。

　

出
動
件
数
を
町
別
で
み

る
と
三
戸
町
が
７
件
、
南

部
町
が
５
件
、
田
子
町
が

１
件
（
表
４
）
と
な
っ
て

お
り
救
助
人
員
は
、
三
戸

町
４
名
、
南
部
町
４
名
で

し
た
。

　

事
故
種
別
で
は
、
交
通

が
12
件
、
水
難
が
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
今
月
号
の
「
タ
プ
コ
ピ
ア

ン
文
芸
」
は
、
休
載
い
た
し

ま
す
。

●平成22年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者
（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

０人
（±０）
３人
（－１）
２人
（＋１）
０人
（±０）
０人
（±０）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成22年１月31日現在

 １月中 １月末累計

565件
（＋39）

４人
（－１）

699人
（＋48）

発
生

死
者

傷
者
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●
か
る
た
と
り
大
会

　

１
月
19
日
、
か
る
た
と
り
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園

は
冬
休
み
が
あ
る
た
め
、
１
月

15
日
に
３
学
期
が
ス
タ
ー
ト
。

少
し
遅
い
お
正
月
遊
び
で
す

が
、
毎
年
行
っ
て
い
る
行
事
の

１
つ
で
す
。
司
会
・
進
行
は
５

歳
児
が
担
当
し
、
メ
ダ
ル
作
り

や
表
作
り
、
や
り
方
の
説
明
、

読
み
手
な
ど
を
み

ん
な
で
協
力
し
頑

張
り
ま
し
た
。
か

る
た
は
、
年
齢
に

合
っ
た
も
の
を
用

意
し
ま
し
た
。
ま

だ
ひ
ら
が
な
を
読

め
な
い
３
歳
児

は
、
普
通
の
か
る

た
よ
り
は
る
か
に

大
き
い
か
る
た
で

絵
を
見
て
取
り
ま

す
。
４
歳
児
と
５

歳
児
は
、
丸
や
四

角
の
か
る
た
を
使

い
、
２
回
や
っ
た

合
計
の
数
で
順
位

を
つ
け
ま
し
た
。

１
回
目
は
５
歳
児

が
手
本
を
見
せ
ま

す
。
そ
の
姿
を
し
っ
か
り
と
見

て
応
援
し
て
い
た
４
歳
・
３
歳

の
子
ど
も
た
ち
も
、
続
い
て
か

る
た
と
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

読
み
手
の
５
歳
児
は
、
つ
ま
ず

き
な
が
ら
も
最
後
ま
で
頑
張
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
冬
休
み

前
に
も
み
ん
な
で
遊
び
ま
し
た

が
、
そ
の
時
は
あ
ま
り
取
れ
ず

悔
し
い
思
い
を
し
た
子
た
ち

が
、
休
み
中
に
家

族
で
か
る
た
と
り

を
し
練
習
し
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、

本
番
で
た
く
さ
ん

の
枚
数
を
取
っ
て

み
ん
な
を
驚
か
せ

る
場
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

か
る
た
と
り
を

楽
し
む
こ
と
で
、

「
ひ
ら
が
な
」
や

「
文
章
」
に
対
し

て
の
興
味
が
広
が

っ
た
よ
う
で
す
。

か
る
た
と
り
大
会

は
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い

行
事
で
す
。

学
校
の
話
題　

 

田
子
幼
稚
園

誕生
●佐藤咲

さ き

希（雅悦・知恵）／飯豊
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●川村貴則（川代）
　橋野佳代子（三戸町）
●新井田文雄（向山）
　佐々木寿子（八戸市）

お悔やみ
●瀬川フタミ（91歳）矢田郎
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
22
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2286（－３）
人口／6789（－11）
男／3290（－５）
女／3499（－６）

（　）内は前月比です

3月の主な保健・介護予防事業予定表
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●3月1日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月3日（水）
　乳児健診
　（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●3月4日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
　もっと魚を食べる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月5日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●3月8日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月10日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●3月12日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●3月15日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

●3月17日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●3月18日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●3月19日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●3月25日（木）
　食べすぎない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月26日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●3月29日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
　献血
　（せせらぎの郷）午前9:30～午後4:00

健康・介護に関する
ご相談はせせらぎの郷へ

☎20-7100


